
「置賜地域における高齢者の食生活調査」結果概要
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Ⅰ 調査の概要

１．目的　

置賜地域は近年、高齢の単身世帯や夫婦のみ世帯の増加率が高くなっている。特に 75歳
以上の割合は今後さらに増加が見込まれており、個々人が自立した高齢期を過ごせること
がますます重要となる。高齢者の介護要因として低栄養の影響は大きく、食の自立は欠かせ
ない課題である。
そこで、高齢期を迎えても自立できる食環境のあり方を検討するため、食生活に関する現
状と健康に関する意識を調査し、高齢期の食生活のための食環境の推進について考察した。
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２．客体

　置賜地区 3市 5町の 65歳以上の住民
　回答数　６０５人　性、世帯、市町、年齢別状況は下記のとおり　

３．調査時期

　平成 22年 7月から 9月

４．方法
　各市町で実施している介護予防教室などの参集者への自記または聞き取り

５．項目
　①健康や食生活に関する状況

　　(健康の維持増進のために気をつけていること、食事の状況など)
　②食事づくりの状況

　　(食事づくりや買い物で気をつけていることなど) 
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性別 人数 割合

男 106 17.5%

女 498 82.3%

未記入 1 0.2%

合計 605 100.0%

単独
139
23%

夫婦のみ
118
20% 二世代

125
21%

三世代
193
32%

その他
24
4%

未記入
6
1%

65～ 69歳
70～ 74歳

75～ 79歳
80～ 84歳

85～ 89歳
90～ 94歳

95歳以上
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長井市 (109)
川西町 (39)
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南陽市 (115)
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米沢市
212
35%

南陽市
115
19%

高畠町
49
8%

川西町
39
6%

長井市
109
18%

小国町
34
6%

白鷹町
29
5%

飯豊町
18
3%



Ⅱ 調査結果

１．健康や食生活に関する状況

　ふだん行っている家事：Ｎ＝６０５(複数回答)

　ふだんの健康度：Ｎ＝６０５

健康の維持増進の心がけ：Ｎ＝６０５(複数回答)

休養や睡眠を十分にとる」、「栄
養のバランスのとれた食事をと
る」、「健康診査などを定期的に受
ける」、「気持ちをなるべく明るく
持つ」などが半数以上を占めた。こ
れらの結果は全国の意識調査より
高く、被調査者が介護予防教室等
の参加者だったことから、健康へ
の関心や意識が高い層であること
が伺えた。中でも「気持ちを明るく
持つ」は特に女性で高率で、男女差
が大きい項目だった※。この項目
は高齢期の生活機能指標に使用さ
れており、女性に多いという結果
は興味深い。
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人

よい
25%

まあよい
18%普通

39%

あまりよくない
12%

よくない
1%

未記入
5%

休養や睡眠を十分にとる

規則正しい生活を送る

栄養のバランスの取れた食事をとる

保健薬や強壮剤を飲む

健康診査などを定期的に受ける

酒を控える、タバコを控える

散歩やスポーツをする

地域の活動に参加する

気持ちをなるべく明るく持つ

その他

特に心がけていない

わからない　　（※全国データなし）

未記入

0% 20% 40% 60% 80%

全国
男性
女性

※



　　家族と一緒に食事を食べているか： 今の食事に満足しているか：
Ｎ＝６０５ 　　Ｎ＝６１５

　食事の満足度は、｢満足」「まあ満足」で9割を占めた。

　食事に関して気をつけていること： 食生活で気になること:
Ｎ＝６０５(複数回答) 　Ｎ＝６０５(複数回答)

食事に関して気をつけていることは、｢食べ過ぎないようにする｣68.4％、「規則正しい食
事をする」64.1％、「塩辛いものを控える」42.8％、「カロリーや脂肪分を控える」37.2％の順
に高率であったが、ほとんどの項目で女性のほうが気をつけている人が多かった。
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規則正しい食事をする

食べ過ぎないようにする

栄養が偏らないようにする

塩辛いものを控える

カロリーや脂肪分を控える

粗食にする　　（※全国データなし）

食品の安全性（無農薬、無添加等）

手作りの料理を増やす

鮮度の良いものをとる

かたいものをとらない

特に気を付けていることはない

その他　　（※全国データなし）

わからない　　（※全国データなし）

未記入　　（※全国データなし）

0% 20% 40% 60% 80%

全国
男性
女性

人

人数 割合

ほとんどいつも一緒に食べている 338 56%

62 10%

時々家族の誰かと一緒に食べている 34 6%

家族とは一緒に食べていない 107 18%

特に決まっていない（わからない） 27 4%

未記入 37 6%

合計 605 100%

毎日少なくとも1回は食べている

栄養のバランスがとれていない

病気のために制限がある

柔らかいもの以外食べられない

近くに食料品を売る店がない

市販の調理食品の味が合わない

家族との食事の時間が合わない

パック食品の量が多く無駄が出る

体が衰えて買い物に行きづらい

パック食品、缶、ビンなどが開けにくい

調理が十分にできない

家族との食事のペースが合わない

なべを焦がすなどの火の消し忘れ

電子レンジなどの調理器具が使いづらい

食事が楽しくない

その他

特にない

未記入

0 50 100 150 200

88

58

62

95

91

46

62

46

74

34

38

66

44

29

5

167

67

満足している
59.7%

まあ満足している
32.9%

やや不満である
4.1%

不満である
0.5%

未記入
2.8%



外食、弁当、給食などの配食サービス

食材の宅配

施設での会食サービス、調理食品や半調理品の販売

買い物

調理

後片付け

その他

特にない

未記入

0 100 200

158

89

46

52

20

51

7

202

94

　食事の用意が出来なくなった場合に各種食事サービスで興味があるものは：
Ｎ＝６０５（複数回答）

毎日3食食べているか：Ｎ＝６１５ 　食べない頻度：Ｎ＝６２

「毎日 3 食たべてい
る」522人 86％に対し、「食
べないことがある」62人
10%、無回答 21人 4%だっ
たが、「食べないことがあ

る」と回答した 62人の食
べない頻度は、「週 1～2
食」、「週 3～6食」、「週 7食
以上」の順だった。

食べないことがある人(世帯別)：Ｎ＝６２　　食べない頻度(世帯別)：Ｎ＝３５

さらに「食べないことがある」人を世帯別に比較すると、単独世帯は他の世帯より高率で、
食べない頻度も多くみられた。単独世帯の欠食は全国の調査と同様、他の世帯形態より高い
傾向を示した。

5

単身
N=14

夫婦のみ
N=6

二世帯
N=6

三世帯
N=8

その他
N=1

0% 50% 100%

43%

67%

67%

63%

43%

33%

17%

25%

14%

17%

13%

100%
週 1～ 2食 週 3～ 6食 週 7食以上

単身 34%

夫婦のみ 11%
二世帯 21%

三世帯 32%

その他 2%

人

食べない
ことがある

10%

無回答
44%

週７食以上
8%

週３～６食
18%

週１～２食
30%

無回答 4%

毎日３食
たべている

　86%



ごはん パン 麺類 肉 魚 卵 大豆製品 野菜 海藻 きのこ 乳製品 果物 未記入

0

200

400

600 575
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257

449

304
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478

285

227

317 336
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　よく食べる食品：Ｎ＝６０５(複数回答)　

　食事は誰が用意しますか：Ｎ＝６１５(複数回答)　

自分で食事の用意をすることがある回答したのは
　615人中415人(68.6%)

　自分で食事の用意をしている人の状況：Ｎ＝４１５

　自分で食事を用意する頻度は｢毎食」70%、
「１日１食」19%と、毎日用意する人が約9割を占
めた。
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人数

自分 415

配偶者 108

配偶者以外の家族 141

近くの親族 4

ホームヘルパー 2

給食サービス 1

外食・弁当を利用 3

その他 2

未記入 7

合計 683

人数 割合

毎食 291 70%

78 19%

１週間に数回 17 4%

たまに 12 3%

未記入 17 4%

合計 415 100%

1日1食くらい

人

主食 主菜 副菜 その他



２．食事づくりの状況

以下は、食事の用意を自分がする(することがある)と回答した４１５人の回答

　食事づくりで負担に感じること：Ｎ＝４１５(複数回答)

　「献立を考える」ことを半数の人が
負担と感じていたが、男女別では、女
性で「献立・買い物」を、男性では「料
理・後片付け」を負担に感じている人
が多いなど、性別による違いも見られ
た。

食料品の買い物の頻度：Ｎ＝４１５(複数回答)

　｢2～3日おき｣44%、「週 1回」31%、が大半を
占めたが、地域別に比較すると、西置賜で「週 1
回」が特に多く、地域による買い物頻度に特徴
が見られた。

食料品の入手先：Ｎ＝４１５(複数回答)

　食料品の入手先はスーパーが 78.8%、商
店 18.6%、自給 14.9% 、直売所 11.1%、宅配
8.4%、コンビニエンスストア 4.1%、弁当・
惣菜店 1.2%の利用だった。
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毎日

9%

２～３日おき

44%

週１回くらい

31%

その他

7%

未記入

8%

スーパー

商店

直売所・産直

コンビニエンスストア

宅配

自給

弁当・惣菜店

その他

未記入

0 100 200 300 400

327

77

46

17

35

62

5

8

28

東南置賜
N=298

西置賜
N=117

0% 50% 100%

11%

4%

46%

40%

27%

42%

5%

14%

毎日 ２～３日おき 週１回くらい
その他 無回答

献立を考えること

買い物

料理

後片付け

その他

特にない

未記入

0% 25% 50%

44%

24%

20%

19%

1%

29%

8%

28%

16%

36%

24%

8%

24%

16%

45%

25%

19%

18%

1%

29%

7%

全体
男性
女性

人



　買い物をする時に気をつけること: 　どのような食品を買うことが多いか:
Ｎ＝４１５(複数回答) 　Ｎ＝４１５(複数回答)

　買い物で困ること：Ｎ＝４１５(複数回答)

「特にない」29.9%、「近くに店がな
い」26.7%、｢車などの足がない｣21.7%、「表
示が小さく見づらい」15.9%、｢少量買いが
難しい｣13.5%、｢荷物が重い｣12.3%の順だ
った。
　地域別では、「店が近くにない、交通手段
がない」をあげる人が西置賜地域で多く見
られた。

地域別：Ｎ＝４１５（複数回答）
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食品添加物

日付表示

品質・鮮度

値段

自分の好み

内容量

その他

未記入

0 100 200 300
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136
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店が近くにない

車などの足がない
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表示が小さく見づらい

荷物が重い
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未記入
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33%

10%
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14%
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20%
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荷物が重い その他 特にない 未記入

人
人

素材中心

冷凍食品やレトルト食品

惣菜

その他

未記入

0 100 200 300

275

36

103

13

60

人



よく使用する調理器具(包丁、まな板、なべ以外)：Ｎ＝４１５(複数回答)

「自動炊飯器」、「フライパン」、「電子レンジ」は 8割、「おろし金」、「皮むき器」、「電気ポッ
ト」が 6割以上と、よく利用されており、他の器具が 4割以下であることからも活用に差が
見られた。
さきの調査結果で食事づくりの際に「献立を考える」ことへの負担感が高かったことから
も、電子レンジなど活用頻度の高い調理器具の幅広い活用により献立や料理のバリエーシ
ョンを広げることが可能であり、具体的な提案を行うことが今後の課題である。

Ⅲ まとめ

調査結果から、全体として日ごろの食生活や健康への関心は高いが、単独世帯では食事を
欠食する人が多い傾向にあり、その内容に偏りがあることがわかった。惣菜や弁当などを購
入することにより食事を作らなくても良い環境にあっても、必要な栄養をバランスよく摂
るための情報は必要であり、性別、年代、世帯状況、関心の度合いなどを考慮した情報提供や
その手段などを検討することが今後の課題である。

買い物の状況を地域別に比較すると、買い物頻度では、東南置賜地域で「2～3日おき｣が
多かったのに対し、西置賜地域では「週１回」が最も多いことから、地域性を考慮した視点も
重要である。
ふだん自分で食事を作っている人では、献立を考えることや後片付けを負担に感じてい
る人が多かったが、電子レンジなど使用頻度の高い調理器具の幅広い活用法などを提案す
ることにより、その負担軽減につなげることも考えられることから、これらの情報の積極的
な発信を検討している。さらに、この調査結果をもとに関係機関との検討会等を通して、高
齢者の自立した食環境の整備を推進していく予定である。

引用文献　

１）内閣府：高齢者の日常生活に関する意識調査，平成 22年 4月
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自動炊飯器

フライパン

電子レンジ

おろし金

皮むき器

電気ポット

計量カップ

調理用はさみ

蒸し器

すり鉢

圧力鍋

オーブン

トースター

中華鍋

ジューサー・ミキサー

もち焼き網

土鍋

ホットプレート

フードプロセッサ

その他

未記入
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80.5%
80.2%

71.6%
65.5%
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24.8%
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15.9%
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